
長門市ケーブルテレビ放送番組審議会（令和７年３月 12 日） 

 

放送番組審議会では、「ちょいまち café（大浦の海女士を紹介）」「ほっちゃ NEWS イブニン

グ」を視聴し意見聴取しました。 

 

●各委員からのご意見 

「ちょいまち café（大浦の海女士を紹介）」について 

・番組でも紹介があったように大浦地区は郷土料理が多いのが特徴であるため、郷土料理の 

レシピなども併せて紹介できるとより良い。 

・海女士の体験をやってみると面白そうだと感じる内容であった。 

・漁業における課題や新たな取り組みに加え、漁師飯など幅広い切り口で取材されており、 

情報番組としても厚みがあって良い。 

・ドローンや水中カメラなどを駆使するなど、技術面での工夫が優れていて非常に良かった。 

民放と同じクオリティであると感じた。 

 

「ほっちゃ NEWS イブニング」について 

・1 週間分のニュースをまとめて知ることができるので良い。 

・様々な話題や行事を知ることができて良い。 

・新市 20 周年記念として放送している過去の映像は、当時を振り返ることができて良い。 

 

●その他の番組等のご意見 

・番組で紹介される商品について、視聴者プレゼントや店舗情報の紹介を厚くした方がよい。 

・保育園の取材が少ないという意見がある。 

・市民はテレビに出演する機会があると嬉しいし、自作の映像やＣＭを集めて流すことがで 

きればより市民参画に繋がるのではないか。 

 

審議会は、赤川委員、荒川委員、池永委員、上野委員、安森委員、山近委員、 

長門市からデジタル戦略課 山田課長、松岡、ながとてれび株式会社から萩原報道部長が出席 

しました。 


